
いきいき安心プランⅦまつどの概要
（第9期松戸市高齢者保健福祉計画・第8期松戸市介護保険事業計画）

令和3年度～令和5年度

令和３年度第１回松戸市高齢者保健福祉推進会議資料
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いきいき安心プランⅦまつどとは？

いきいき安心プランⅦまつど

第９期
松戸市高齢者保健福祉計画

第８期
松戸市介護保険事業計画

1

高齢者に関する基本方針や目標を定める計画であり、

介護サービス整備や事業実施の方向性を定めるとともに、

保険料額を決定するための計画
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松戸市の人口推計と人口構成

40歳未満 40～64歳 65～74歳 75歳以上 高齢化率

65歳以上高齢者数及び高齢化率

※人口推計方法・・・国立社会保障・人口問題研究所が平成30年度に推計した常住人口（直近の国勢調査による人口及び世帯数を基準と

し、これに、出生・死亡・転出入等の毎月の住民基本台帳の移動状況を加えて集計する人口）をベースにし、直近の住民基本台帳人口に
置換える形で独自に推計しました。

（単位：人）

松戸市の人口推計①

増加傾向
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高齢者単身世帯の推移と推計

高齢者単身世帯数 総世帯に占める割合
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認知症高齢者の推移と推計
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事業対象者の推移と推計

① 高齢者単身世帯の増加 ② 要介護・要支援者数の増加

③ 認知症高齢者数の増加 ④ 事業対象者数の増加

（単位：人）（単位：人）

（単位：人）（単位：件）

松戸市の人口推計②
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これからの様々な課題

支えられる側（需要）の増加

支える側（供給）の減少

高齢者人口
の増加

要介護認定
率の増加

単身高齢者
世帯数の増加

現役世代人口
の減少

介護人材の
不足必要な医療・介護

サービスの不足
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9.2%

21.0%

19.0%
12.0%

12.9%

0.8%
10.4%

14.6%

何らかの形で自宅で
の生活を続けたい

ケア付き高齢者住宅
などに住み替えて

その他

自宅で家族中心に

自宅で家族と外部の介護サービスを組み合わ
せて
家族に頼らずに生活できる介護サービスがあ
れば自宅で
ケア付き高齢者住宅などに住み替えて

わからない

その他

無回答

特別養護老人ホーム等の施設で

一般高齢者調査
対象者5,546名

わからない

特別養護老人ホーム等の施設で

その他

無回答

（介護が必要になった場合に、どこでどのような介護を受けたいと思いますか。）
① 希望する介護サービスについて
アンケート調査結果①

自宅での生活を続けたいという希望が約５割を占める。 5
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5.9%

概ね介護保険料の引
き上げはやむなし

その他

保険料を維持

現在のサービス水準を維持するために必要な保険料
引上げであれば、やむを得ない

現在以上にサービスを充実するために、さらに保険
料負担が引上げられてもやむを得ない

保険料負担の引上げを抑えるため、介護に関する希
望を可能な限り実現しつつ、費用負担を軽減する対
策も講じる
わからない

無回答

保険料を現状程度に維持することが重要であり、利
用できるサービスが削減されても構わない

一般高齢者調査
対象者5,546名

無回答

わからない

アンケート調査結果②

（介護サービスと、サービスを支える保険料負担について、あなたはどう考えますか。）
② 介護サービスと保険料について

介護サービスの水準を維持し、充実させることを希望する声が多い。6



『時代の変化に対応できる安定的で持続可能な社会』

（第９期松戸市高齢者保健福祉計画・第８期松戸市介護保険事業計画）

【計画期間】 ３年間（令和3年度～令和5年度）
【基本理念】 『高齢者がいつまでも元気に暮らせるまちづくり』
【計画ビジョン】『高齢者の社会参加の促進と予防の推進』

いきいき安心プランⅦまつどのフレーム

2040年度 ～団塊ジュニア世代が65歳を迎える

地域包括ケアシステムの実現
～団塊世代が全て75歳を迎える

2021年度
～2023年度

2025年度

いきいき安心プランⅦまつど

高齢者人口がピークに
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いきいき安心プランⅦまつどの柱と重点施策
計画の柱１ 生涯現役社会・健康寿命の延伸

 就労的活動支援コーディネーター等による多様な就労を促進する
 通いの場等、住民の主体的な地域活動や社会参加を促進する
 日々の健康づくりと介護予防・フレイル予防の推進を図る

計画の柱２ 多世代型地域包括ケアシステムの推進

 参加と協働を推進するための社会的支援を推進する
 認知症の人や若年性認知症の人への支援を充実していく
 地域包括支援センターの機能強化を図る

重点施策：多様な主体の確保

 在宅介護サービス等の充実と在宅医療介護連携を推進する
 地域の実情に合わせた整備を行う
 介護人材の確保・定着及び資質の向上に向けた取り組みを推進する

計画の柱３ 介護サービスの適正な供給

重点施策：フレイル予防

重点施策：地域包括ケアシステムの深化・推進

需
要
の
逓
減

供
給
の
適
正
化
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重点施策１ フレイル予防①

健康な状態 フレイル 要介護状態

自
立
度

フレイルとは？

多くの高齢者が
このフレイルを
経て要介護状態

に

健康な状態と、介護が必要な状態の中間の状態

予
防

対
策
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重点施策１ フレイル予防②
フレイルを予防するためには？

早期からの運動、栄養、社会参加が重要

生涯現役社会の実現・健康寿命の延伸を目指す。

● フレイル予防の普及啓発
● 通いの場におけるフレイル・オーラルフレイル※予防の推進

※加齢による口の機能の低下のこと
● 高齢者への個別的支援

いきいき安心プランⅦまつどでは

①運動

②社会参加 ③栄養

フレイル予防のための
３つのポイント
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重点施策２ 地域包括ケアシステムの深化・推進①

地域包括ケアシステムとは？

いつまでも元気に暮らすために･･･
生活支援・介護予防

住まい

地域包括ケアシステムの姿

※ 地域包括ケアシステム
は、おおむね３０分以内
に必要なサービスが提供
される日常生活圏域（具
体的には中学校区）を単
位として想定

・自宅
・ｻー ﾋ゙ ｽ付き高齢者向け住宅等

相談業務やサービ
スのコーディネー
トを行います。

■施設・居住系
サービス

・特養
・老健施設
・認知症ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ ﾎー ﾑ
・特定施設 等

日常の医療：
・かかりつけ医、
有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

老人クラブ・社協・民生委員・自治会・ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院

通所・入所

病院：
急性期、回復期、
慢性期

病気になったら･･･
医 療

介護が必要になったら･･･
介 護

■介護予防サービス

■在宅系サービス：
・訪問介護 ・訪問看護
・通所介護
・短期入所生活介護
・定期巡回・随時対応ｻー ﾋ゙ ｽ
・（看護）小規模多機能ｻー ﾋ゙ ｽ
等
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重点施策２ 地域包括ケアシステムの深化・推進②

１５か所の地域包括支援センター
属性や世代を問わない相談窓口

子ども・障害・生活困窮分野の
相談対応力向上

共生の視点を持った地域づくり
地域資源の育成と有機的活用

支援機関とのネットワークを活用し、相談支援体制を構築していく

基幹型地域包括支援センター

総合調整
後方支援

相談
報告

どのように進めていくの？
地域包括支援センターの機能強化

● 多分野相談機関との連携強化
● 事業評価を通じた機能強化
● ICTを活用した業務の推進

相談支援、参加支援、地域づくりに向けた支援を推進する。

いきいき安心プランⅦまつどでは
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重点施策３ 多様な主体の確保①

松戸の介護従事者の現状は？
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松戸市の介護従事者数の現況について

正規職員 非正規職員 前回計画（第7期）策定時の粗い推計

令和2年度時点

本計画に基づいて、介護施設やサービス等の整備を進めていくには、4年間
で約400人の介護従事者を確保することが必要になると推計しています。
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方策（１）【川上対策】
多様な就労・社会参加を促進
①女性・②高齢者・③外国人

※出典：久留善武氏 立教大学講義資料を一部改変

方策（３）【川下対策①】
介護現場の環境整備・処遇改
善、社会的評価・賃金・就労
環境の向上

方策（４）【川下対策②】
介護現場の効率化・省力化、Ｉ
ＣＴ、ＡＩ、介護ロボット等の
活用

『川下』の問題
水が少ない・少ない水の奪い合い ＝介護人材争奪戦

⇒ 水需要の逓減 ：健康寿命の延伸・介護予防
⇒ 漏水の防止 ：離職防止 環境整備
⇒ 少ない水（節水）：生産性向上による省力化

重点施策３ 多様な主体の確保②
介護人材不足に向けた対策は？

方策（２）【間接的対策】
介護需要そのものを減少させる
健康寿命の延伸、介護・認知症
予防

『川上』の問題
水源：下流の水不足は、源流で水源が枯渇し始め
ている証拠
⇒別の水源の開発 ：多様な主体の確保

● 多様な人材の参入支援
● 介護人材定着のための取り組み支援と資質公共支援
● ICTを活用した業務の推進

介護サービスの適正な供給を図る。

いきいき安心プランⅦまつどでは
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高齢化の進展に伴って、介護保険料の引上げが必要となりますが、利用状況や
ニーズに応じたサービス整備等を通じて、介護保険料負担を合理化しています。
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1号被保険者 17％ 18％ 19％ 20％ 21％ 22％ 23％

2号被保険者 33％ 32％ 31％ 30％ 29％ 28％ 27％
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いきいき安心プランⅦまつどの周知

広報まつど計画特集号の発行

計画周知のための動画の公開
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